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4 私の気になる事

4 色紙の話

4 談話室

4 編集愛記

自

1 ?ラプの歩み(その 2) 
l セールスマン心得

l 緑滴

Z 革命の時代に在りて

Z 印判の歴変

aサーピエは繁栄のもと

3 都布改造に協力して

4 スーパーマーケット雑感割!I路アスナロクラブ編集部

み

一
I
r
--
ド

本

年

度

に
入
っ
て
過
日
第
一
回
研
修
会
が

当
ク
ラ
ブ
も
二
年
目
ぞ
迎
え
て
、
漸
や

一

始

め

責

任

令

痛

感

し

て

と

の

一

年

更

に

東

映

ホ

テ

ル

で

釧

商

の

三

原

専

務

理

事

ぞ

く
に
し
て
郷
土
の
室
長
界
か
ら
も
特
色
の
一
捲
土
重
来
ぞ
期

2
と
と
に
な
っ
た
a

招
い
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
攻
勢
に

あ
る
存
在
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
き
て
い
一
一

弓

第

二

回

例

会

五

月

一

六

日

六

時

つ

い

て

種

々

中

央

の

情

勢

と

今

後

の

趨

勢

る
ζ

と
は
誠
に
欝
乙
ば
し
き
か
ぎ
り
で
あ

一

於

泉

屋

一

六

名

会

報

発

刊

及

び

行

に

つ

い

て

お

話

し

ぞ

伺

い

、
非
常
に
好
評

る
@

一

事

計

画

等

に

つ

い

て

だ

っ

た

様

で

す

が

、

そ

の

第

二

弾

と

し

て

特

に

新

年

度

は

左

記

の

吉

氏

が

仲

間

入

一

回

、

第

一

回

研

修

会

六

月

十

五

臼

六

一

日

自

衛

隊

入

隊

、

座

禅

会

と

暑

気

晴

ら

り

を

し

て

活

動

に

加

わ

る

事

に

な

っ

た

、

一

時

於

東

映

ホ

テ

ル

二

十

四

名

講

師

し

の

行

事

が

山

積

し

て

、

そ

の

成

果

も

叉

新
会
員
の
一
在
凶
ぞ
加
え
て
総
勢
三
十
名
、
一
釧
商
=
京
専
務
、
一ス
ー
パ
ー
マ

l
ケ

ツ

大

い

に

勉

強

に

な

る

の

で

あ

ろ

弓

と

期

待

い
よ
い
よ
持
て
る
総
力
ぞ
発
揮
し
て
初

期

一

ト

の

概

要

に

つ

い

て

、

最

近

急

激

な

伸

し

て

い

る

訳

で

す

が

の

目

的

達

成

に

突

進

し

た

い

も

の

で

あ

る

一

び

ぞ

見

せ

て

い

る

ス

ー

パ

ー

の

各

地

に

先

日

、

儀

俄

、

今

回

の

両

兄

と

一

日

自

衛

新

会

員

一

於

け

る

経

営

の

凶

容

及

び

現

況

に

つ

い

宮

の

企

画

打

合

せ

の

た

め

普

な

つ

か

し

こ

金

森

電

機

商

事

限

蔦

練

治

一

て

の

実

際

に

限

で

見

て

き

た

生

々

し

い

十

七

連

隊

と

名

の

つ

く

門

ぞ

潜

り

上

回

駐

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油

wm
佐

川

昭

一

姿

と

ユ

ー

モ

ア

令

交

え

て

の

巧

み

な

話

屯

司

令

の

懇

な

も

て

な

し

に

、
今
は
無
き

小

林

時

計

居

小

林

久

雄

一

術

に

会

員

一

向

熱

心

に

耳

子

傾

け

、

貴

速

隊

と

比

し

今

昔

の

感

に

暫

し

と

ま

ど

つ

の

佐

藤

商

活

佐

藤

六

郎

一

重

な

資

料

は

大

い

に

得

る

と

ζ

ろ

あ

っ

た

感

じ

で

辞

し

て

来

た

次

第

で

す

が

、

ヤ

マ

イ

チ

ス

ポ

ー

ツ

社

貝

哲

男

一

た

。

同

席

さ

れ

た

荒

木

一

一

等

陸

尉

は

ア

ス

ナ

ロ

一

、

第

一

回

役

員

会

四

月

十

二

白

夜

一

終

了

後

畠

葺

に

移

り

東

映

ホ

テ

ル

御

っ

て

劇

団

か

文

芸

団

体

か

な

と

患

っ

た

栢

於

泉

屋

総

会

打

合

せ

、

役

員

改

選

一

自

慢

の

ジ

ン

ギ

ス

カ

ン

鍋

に

舌

づ

つ

み

で

:

此

の

少

女

趣

味

的

な

ア

ス

ナ

ロ

が

釧

新

年

度

行

事

計

画

等

に

つ

い

て

一

ぞ

打

右

夏

の

一

夜

ぞ

楽

し

ん

だ

。

路

市

産

業

経

済

の

第

一

線

に

在

っ

て

真

撃

二、
↑第
二
回
総
会
四
月
二
十
七
日
六
時

一豆
、

会

報

あ

す

な

ろ

、

発

刊

、

六

月

廿

臼

な

研

修

団

体

と

は

惣

い

も

よ

ら

な

か

っ

た

一
七
名
41
於

泉

屋

会

員

の

総

意

に

よ

-

待

望

久

し

か

っ

た

会

報

が

、

諸

兄

の

執

ら

し

い

の

で

す

。

り

、

現

役

員

が

全

員

留

任

、

手

林

会

長

-

筆

に

よ

り

さ

、

や

か

乍

ら

発

行

さ

れ

、

私

も

比

の

名

付

親

は

誰

れ

な

の

か

と

詮

索

し
た
事
も
ぬ
っ
た
の
で
す
が
、
手
林
、
今

人

よ

り

一

歩

一ぞ
勉
強
に
よ
っ
て
補
い
、
た
だ
ち
に
意
欲

一い
今
日
、
人
の
和
が
大
切
で
す
。
大
会
社
一
回
、
佐
々
木
の
諸
兄
は
此
の
会
の
発
起
人

先

必

ず

る

こ

と

一
的
に
行
動
に
移
し
て
い
く
。
乙
の
と
と
ぞ
一
的
な
怠
随
と
矯
慢
、
や
や
も
す
れ
ば
陥
ち
一
で
も
あ
り
旦
つ
叉
二
人
共
な
か
な
か
の
文

一
段
と
織
烈
に
な
っ
て
い
く
販
売
戦
に
於
一
忍
耐
強
く
繰
り
返
し
て
い
く
い
つ
あ
に
、
セ
一
入
り
が
ち
な
中
小
企
業
特
有
の
劣
等
感
は
-
豪
?
で
も
あ
る
事
か
ら
、
ハ
ハ
ア
と
独
り

て
、
人
よ
り
一
歩
遅
れ
、
あ
る
い
は
人
と

一
1
ル
ス
マ
ン
と
し
て
の
土
性
骨
と
し
な
け
一
絶
対
許
さ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
↓
合
点
し
て
余
り
深
く
っ
き
と
め
る
事
ぞ
想

「
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
は
敗
け
ま
す
↓
れ
ば
冶
ら
な
い
信
念
ぞ
得
、

一
頭
地
ぞ
抜

一
白
が
感
情
の
ム
ラ
ぞ
斬
り
、
礼
節
ぞ
正
し
」
い
留
り
い
つ
も
ビ
ジ
ネ
ス
に
ひ
か
ら
ぴ
た

一
ま
た
人
よ
り
数
歩
先
ん
ず
れ
ば
、
「
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1」
謙
譲
に
し
て
、
運
命
協
同
体
の
共
通

一
詩
情
ぞ
せ
め
て
親
鐙
機
関
で
も
あ
る
此
の

一
と
き
た
ま
現
実
遅
れ
ま
す
。
常

一

セ

ー

ル

ス

マ

ン

心

得

脹

一

意
識
を
も
つ
な
ら
ば
、
一
人
の

E
一
会
に
ま
斯
く
名
付
け
恰
も
英
雄
震
の

一
に
一
歩
先
ん
す
べ
き
で
す
。
セ
ー

一
一

J
-;
、
.
ベ
ヰ

T
申

一

り
ま
す
。
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
常
に
登
酒
色
ぞ
愛
す
る
に
似
た
そ
の
様
な
ニ
ユ
ア

一
ル
ス
マ
ン
の
基
本
は
販
売
す
る
乙
「

1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
-
-
I
l
li
-
-ー
ー
ー
し
持
と
自
信
舎
も
っ
て
、
雨
の
日
も
、
一
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
事
舎

一
と
で
す
@
な
に
は
さ
て
お
き
、
販
売
の
最
一
く
近
代
的
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
な
る
と
と

一
風
の
日
も
セ
ー
ル
ス
の
険
し
い
潰
舎
、
真
一
旬
い
出
さ
れ
た
次
第
で
し
た
。

一
前
線
に
身
分
挺
し
、
顧
客
の
胸
に
飛
び
込
一
が
出
来
ま
す
。

一
撃
に
一
歩
一
歩
切
り
開
い
て
行
け
ば
市
場
一
今
日
は
十
三
日
墓
参
に
行
か
ね
ば
と
心
忙

一
む
と
と
で

V
。
と
ろ
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
一

人

の

和

之

心

一
制
覇
の
栄
光
は
輝
や
き
、
自
己
形
成
と
い
一
し
く
、
朝
風
は
め
っ
き
り
秋
づ
い
て
来
ま

一
商
品
知
識
京
い
か
に
低
く
、
販
売
技
術
が

一

一

弓

人
間
本
然
の
悲
願
も
達
成
さ
れ
る
も
の
一
し
た
。
季
節
の
威
信
傷
も
時
に
は
乙
な
も
の

一
い

か
に
拙
劣
だ
市
場
調
査
が
い
か
に
不
十
一
企
業
の
繁
栄
は
人
に
あ
り
ま
す
。
と
く
に

一
で
す
。

一
の
様
で
す
。

一

分

か

ぞ

知

あ

と

と

で

し

ょ

号

。

『

京

釦

」

一

矢

の

齢

町

、

抽

の

剰

に

あ

ま

り

期

待

出

来

な

一

ア

クス

ラナ

会
員
始
め
、
関
係
機
関
へ
も
配
布
し
た

更
に
増
ぺ

1
少
さ
れ
、
意
思
交
流
の
場

と
し
て
諸
兄
の
健
筆
が
期
待
さ
れ
る
。

六
、
第
二
回
役
員
会
七
月
二
日
夜
六
時

於
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ピ
ル
会
議
室
六
名

例
会
打
合
せ
、
会
報
の
件
、
部
会
の
件

研
修
会
に
つ
い
て
等
々

七
、
第
三
回
例
会
七
月
十
五
日
夜
六
時

於
泉
屋
一
八
名
談
話
者
浅
野
氏

中
央
市
場
の
動
向
等
に
つ
い
て
、
最
近

上
京
さ
れ
、
適
切
な
情
況
の
掌
握
に
一

同
大
い
に
参
考
と
な
る
。

八
、
第
三
回
役
員
会
七
月
三
十
日
夜
六

時
於
松
寿
し
、
委
員
会
活
動
、
行
事
計

画
、
第
三
号
会
報
発
刊
等
々

八
月
空
行
事
計
画

一
、
第
四
回
例
会
八
月
十
五
日
六
時

於
泉
屋
談
話
者
大
宮
、
小
林
両
兄

二
、
自
衛
隊
一
日
入
隊
見
学
に
つ
い
て

八
月
十
七
日
午
后
一
時

t
蜜
午
前
中

三
、
精
神
修
養
座
禅
会
、
於
定
光
寺

八
月
二
十
四
日
午
後
七
時
半
よ
り以

上

(
佐
々
木

、
記
)

車議

滴

ブロ

の

歩

(
そ
の
こ
)
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手
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俊
失
)

(
梶
生
V



(2) 

そ
の
申
に
伝
統
壱
持
ち
続
け
る
芸
術
と
し
一
る
の
に
、
私
達
の
業
界
で
は
、
よ
弓
ゃ
く

て
築
費
は
現
在
書
道
と
共
に
臼
本
芸
術
と
一
職
人
の
不
足
印
判
見
習
に
入
る
居
債
が
無

し
て
印
田
町
も
ひ
ら
か
れ
て
中
央
で
は
文
部
一
く
両
手
ぞ
上
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昨
年

大
臣
賞
、
何
々
賞
と
印
の
芸
術
に
ひ
だ
向
↑
未
完
成
の
機
械
の
ま
〉
販
売
さ
れ
失
望
し

に
精
進
し
て
居
る
方
々
に
輝
い
て
居
あ
の
一
本
年
度
の
完
成
品
を
実
用
化
さ
れ
た
の
は

私

達

が

一

般

使

用

す

る

、

印

章

に

つ

い

て

一

で

す

。

一

業

界

の

プ

ラ

ス

だ

っ

た

と

思

い

ま

す

が

人

審
く
事
が
、
非
常
に
面
倒
な
の
に
驚
き
ま
一
明
治
初
期
よ
り
ゴ
ム
板
に
彫
刻
す
る
事
を
一
聞
の
様
な
、
味
の
有
為
印
は
仕
上
と
云
-
つ

し
た
。
参
考
に
す
る
、
書
物
が
少
な
い
、
一
発
明
し
て
そ
れ
を
売
物
に
し
て
、
莫
大
な
一
事
で
完
成
で
す
。
一
年
閣
を
通
じ
て
此
の

か
ら
な
の
で
す
。
書
道
の
本
は
、
数
多
く
一
財
を
成
し
た
印
判
居
も
あ
っ
た
そ
弓
で
、
一
機
械
が
毎
日
動
い
て
呉
れ
る
様
に
願
い
た

最
近
の
時
の
流
れ
ぞ
静
か
に
見
つ
め
て
考
一
イ
ツ
チ
一
つ
で
全
部
が
始
動
し
運
転
出
来
一
出
版
さ
れ
て
居
る
の
に
印
の
事
で
印
刷
さ
一
其
の
影
刻
方
法
の
秘
密
を
さ
ぐ
る
の
に
相
一
い
も
の
で
す
。
多
忙
期
と

i

閤
叡
期
の
は
つ

え
れ
ば
、
小
説
や
映
画
が
短
か
い
時
聞
や
一
る
様
に
し
一な
け
れ
ば
ス
ピ
ー
ド
は
出
な
い
。
一
れ
た
事
は
明
治
よ
り
十
五
回
程
し
か
な
い
一
当
己
苦
労
ぞ
じ
た
そ
弓
で
す
。
一
一
例
を
上
一
き
り
し
て
居
る
印
判
屋
が
、
副
業
的
商
売

紙
片
に
、
何
年
間
か
の
移
り
変
り
を
ま
と
一
と
の
頃
不
勉
強
な
私
に
も
後
か
ら
あ
と
一
と
云
わ
れ
て
居
り
ま
す
。
ハ
ン
ヤ
位
疲
か
一
げ
ま
す
と
ゴ
ム
印
を
彫
刻
出
来
る
職
人
之
?
い
や
一
脈
通
ず
る
文
具
方
面
に
手
A
T

入

め
て
し
ま
弓
様
に
、
そ
の
変
り
方
は
非
常
一
か
ら
と
、
追
突
で
も
受
け
る
様
に
容
赦
な
一
れ
る
仕
事
も
、
十
九
年
間
も
コ
ツ
コ
ツ
と
一
明
治
の
頃
で
一
ヶ
月
の
給
料
が
百
円
か
ら
一
れ
出
し
た
の
も
印
判
の
印
材
の
回
転
率
年

に
テ
ン
ポ
が
速
く
な
っ
た
の
従
っ
て
最
近
一
く
難
問
が
お
き
た
。
無
理
に
時
間
令
都
い
一
趣
味
と
実
益
と
そ
あ
わ
せ
て
や
っ
て
ま
す
一
八
十
円
だ
っ
た
そ
弓
で
す
。
職
人
が
彫
刻
一
一
、

二
回
文
具
の
場
合
豆
、
六
回
の
回
転

多
く
使
わ
れ
る
革
命
と
云
弓
乙
と
ば
は
、
一
て
セ
ミ
ナ
ー
に
も
出
か
け
た
。
少
し
は
本
一
と
楽
し
み
、
そ
の
内
に
あ
り
と
一
玄
え
ま
す

τて
居
る
の
ぞ
庖
の
主
人
が
見
乍
ら
職
人
一
率
に
魅
力
ぞ
感
じ
っ
ミ
セ
ー
ル
ス
マ
ン

実
に
よ
く
ピ
ツ
タ
リ
す
る
と
思
弓
。
吾
々
一
も
読
む
時
間
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
ホ
シ
一
ね
。
印
の
歴
史
は
非
常
に
古
〈
紀
元
前
の
一
が
夜
床
に
就
い
て
か
ら
夜
中
に
起
き
て
、
一
の
不
足
と
資
金
不
足
に
な
や
み
乍
ら
努
力

の
仕
事
ぞ
通
じ
て
拾
っ
て
み
て
も
、
生
産
一
伊
藤
(
今
の
宮
田
消
火
器
)
の
佐
々
木
さ
一
旧
約
聖
書
の
出
エ
ジ
プ
ト
記
の
申
に
も
一
勉
強
し
た
そ
弓
で
、
そ
の
ゴ
ム
板
ぞ
入
手
一
を
重
ね
て
居
ぶ
の
で
す
が
専
門
化
さ
れ
つ

革
命
、
流
通
革
命
、
経
営
革
命
等
々
が
そ
一
ん
が
訪
ね
て
来
て
、
あ
す
な
ろ
に
入
会
し
一
(
シ
ル
シ
)
印
と
し
て
使
用
さ
れ
て
居
り
一
す
る
の
に
印
判
用
と
し
て
の
ゴ
ム
が
無
く
一
つ
あ
る
今
日
の
商
法
に
逆
行
す
お
様
で
す

れ
で
あ
り
、
毎
日
身
辺
に
そ
の
激
し
さ
そ
一
石
と
云
わ
れ
、
よ
弓
と
ん
で
入
会
し
た
。
一
ま
す
。
丸
筒
指
輪
な
ど
と
そ
の
使
用
意
味
一
潜
水
夫
の
用
具
の
中
に
使
用
す
る
ゴ
ム
ぞ
一
が
、
企
業
と
し
て
は
、
今
後
も
進
め
あ
積

増
す
突
通
革
命
、
そ
し
て
大
き
く
は
国
際
一
そ
の
と
き
私
を
紹
介
し
て
く
れ
た
と
と
ば
一
は
御
賢
明
な
る
皆
様
の
御
想
像
に
お
ま
か
一
の
ば
し
て
使
用
し
た
そ
弓
で
す
。
そ
の
頃
一
り
で
す
。
印
判
の
競
走
の
激
し
-い
東
京
で

ニ
ュ
ー
ス
に
至
る
ま
で
、
と
れ
皆
革
命
的
一
が
と
弓
だ
っ
た
「
と
の
万
は
人
使
い
の
荒
一
せ
致
し
ま
す
。
臼
本
で
は
中
国
よ
り
渡
り

一
の
職
人
の
生
活
は
現
在
と
異
い
の
ん
び
り
一
は
、
下
職
の
業
者
は
夕
方
六
時
よ
り
原
稿

要
素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
好
む
と
と
の
ま
↓
い
と
と
で
有
名
な
、
第
一
石
炭
(
い
ま
の
一
金
印
が
国
王
百
と
し
て
天
皇
に
貢
物
と
し
一
と
し
て
居
っ
た
ら
し
く
一
週
間
の
内
五
臼
一
ぞ
頂
い
て
翌
朝
八
時
迄
に
親
屈
に
納
品
し

ぎ
る
と
に
か
〉
わ
ら
ず
、
ジ
ャ

1
ナ
リ
ズ
一
第
一
熱
原
)
の
経
堂
さ
ん
で
す
よ
石
し
く
』
て
献
上
さ
れ
た
ら
し
く
古
墳
よ
り
の
出
土
一
間
程
よ
り
働
か
な
か
っ
た
そ
弓
で
一
日
に
一
て
変
則
な
毎
日
号
送
っ
て
居
お
そ
弓
で
す
↓

ム
阜
、
マ
ス
コ
ミ
ぞ
通
じ
て
、
吾
々
に
浸
一
と
一
玄
弓
具
合
に
本
当
に
強
引
だ
け
で
あ
っ
一
品
の
中
に
金
印
銅
印
が
出
る
事
が
あ
る
そ
一
一
本
か
二
本
程
し
か
彫
刻
し
な
く
て
、
生
一
注
文
通
り
出
来
な

い
と
そ
れ
ま
で
よ
、
で
一

透
し
て
来
る
の
で
あ
る
。
乙
ん
な
時
に
平
一
て
、
社
員
の
個
性
や
考
え
方
叉
は
能
力
ぞ
一
-
つ
で
す
。
一
活
が
出
来
た
の
で
す
か
ら
弓
ら
や
ま
し
い
一
ス
ト
ッ
プ
だ
そ
弓
で
す
。
明
治
時
代
の
様
一

素
か
ら
不
勉
強
な
私
は
、
従
来
の
慣
習
に
一
総
合
し
て
み
て
引
い
て
い
る
の
で
は
な
く
一
古
い
書
物
に
よ
り
ま
す
と
印
刻
士
と
し
て
一
か
ぎ
り
で
す
ね
。
明
治
後
期
に
入
り
ま
す
一
な
の
ん
び
り
し
た
時
代
は
夢
で
す
が
、
機
一

よ
り
、
若
さ
と
体
力
そ
も
っ
て
五
里
霧
中
一
そ
と
に
は
大
切
な
科
学
的
知
能
的
な
け
ん
一
宮
中
に
録
を
裁
き
芸
術
と
し
て
官
印
と
し
一
と
そ
ろ
そ
ろ
大
量
に
印
鑑
認
印
実
印
ゴ
ム
一
械
化
が
進
む
に
つ
れ
て
時
間
の
短
縮
が
出
一

で
働
き
、
あ
た
か
も
狩
勝
峠
ぞ
登
る
汽
関
一
引
力
に
欠
け
て
い
た
。
私
は
今
の
あ
す
な
一
て
重
要
な
仕
事
だ
っ
た
と
、
書
い

て
あ
り
一
印
と
需
要
が
多
く
な
り
、
ゴ
ム
回
も
鋳
造
一
来
す
ば
ら
し
い
彫
刻
が
出
来
て
コ
ス
ト
ダ
一

車
の
様
に
、
あ
え
ぎ
あ
え
ぎ
で
は
あ
る
が
一
ろ
会
の
研
修
会
も
発
表
会
も
未
熟
で
あ
っ
一
回
材
は
金
、
銀
、
銅
の
様
で
、
鋳
造
式
な
一
ゴ
ム
印
と
し
て
移
入
さ
れ
て
大
量
に
製
造
一
ウ
ン
が
出
来
て
お
客
機
に
満
足
じ
て
頂
け
一

走
り
つ
づ
け
て
き
た
。
途
中
社
員
が

革
命
の
時
代
に
在
り
て

印
判
の
歴
変

経

みIゐ

亙ニ

力

雄



元 j

都
市
改
造
に
協
力
し
て

叉
口
先
だ
け
の
サ
ー
ビ
ス
で
中
味
は
何
も
一

い
な
い
と
、
わ
れ
な
が
ら
良
い
ア
イ
デ
ア

無
い
と
と
も
有
り
ま
す
。
後
続
き
は
決
し
一
と
、
早
速
実
行
に
及
ん
だ
と
乙
乃
そ
の
中

て
し
な
い
も
の

で
す
。

一
に
一
つ
も
卵
を
生
ま
な
く
な
っ
て
し
ま
い

私
達
の
生
活
に
は
衣
食
住
と
言
弓
三
大
要
一
に
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
↓
乙
の
一

、
二
年
の
隠
に
自
動
車
の
進
出
は

一

ま

し

た

。

一

都

市

改

造

に

協

力

し

て

鉄

筋
に
て
新
築
す

語

が

有

り

ま

す

。

一

サ

ー

ビ

ス

の

目

的

は

お

客

さ

ん

の

満

足

そ

一

回
を
見
張
る
ば
か
り
で
あ
あ
が
乙
れ
に
も
一
と
い
弓
話
で
す
。
と
と
ろ
が
も
弓
一
つ
別
一る

事
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
役
所
の
の
ろ

何
一
つ
欠
け
て
も
生
活
は
無
理
な
と
と
で
一
得
る
と
と
で
す
か
ら
、
そ
の
目
的
に
添
っ
一
サ
ー
ビ
ス
が
無
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
、
一
の
話
が
有
り
ま
す
。

一
の
ろ
政
策

に
は
ほ
と
ほ
と
手
ぞ
焼
き
ま
し

生
き
て
行
く
事
も

出

来

な

い

の

で

す

。

一

て

、

一

一

つ

間
違
え
ば
自
殺
の
道
具
と
も
な
り
叉
一
や
は
り
一
日
に
金
の
卵
を
一
つ
ず
つ
生
む
一
た
。
中
小
金
庫
の
融
資
も
は
ず
れ
市
中
銀

衣
食
住
ぞ
求
め
る
為
に
は
大
昔
は
自
給
自
一
お
客
の
欲
し
て
居
る
も
の
を
早
く
正
確
に
一
殺
人
の
道
具
と
も
な
る
の
で
す
。
一
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
っ
て
い
た
男
が
居
り
、

一
行
の
お
世
話
に
な
っ
て
よ
弓
ゃ
く
資
金
の

足
で
自
分
で
家
舎
建
、
衣
料
と
な
る
布
そ
一
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
定
る
凶
器
と
も

い
わ
れ
て
居
り
ま
す
。
一
と
と
ろ
が
と
の
ニ
ワ
ト
リ
は
非
常
に
高
価
一
め
ど
を
つ
け
一ま
し
た
が
、

換
地
発
表
も
ま

織
り
、
食
料
も
叉
白
か
ら
山
、
川
、
海
、
一
良
く
品
物
一
を
売
る
の
で
な
く
真
心
を
売
れ
一
サ
ー
ビ
ス
が
無
け
れ
ば
一
つ
の
鉄
の
固
り
一
な
エ
サ
ぞ
必
要
と
し
卵
の
売
価
の
半
分
以
一
だ
市
議
も
通
ら
ず
、
因
る
の
は
北
大
通
り

と

求

め

歩

い

た

。

一

と

申

し

ま

寸

が

、

い

く

ら

良

い

物

で

も

不

一

に

過

ぎ

な

い

の

で

す

。

一

上

は

エ

サ

代

に

掛

る

の

で

「

別

に

金

の

卵

一

の

市

民

の

み

で

す

。

私

の

屈
も
五
十
年
以

現
在
で
は
そ
れ
ぞ
れ
分
業
し
各
種
な
職
業
一
愛
想
な
庖
か
ら
買
物
を
す
る
と
何
か
し
ら
一
最
近
の
技
術
の
進
展
は
き
わ
め
て
急
速
で
一
ぞ
生
む
か
ら
と
い
っ
て
普
通
の
ニ
ワ
ト
リ
一
上
の
后
舗
で
、
今
ま
で
建
っ
て
い
た
事
が

と
わ
て
皆
様
が
経
営
し
て
居
る
商
業
と
な
一
良
い
物
で
も
余
り
良
い
と
思
わ
れ
な
い
も
一
今
回
良
い
と
患
っ
た
事
も
明
日
は
も
弓
古
一
の
十
倍
も
す
お
エ
サ
ぞ
与
え
る
の
は
ゼ

イ
一
不
思
議
だ
と
建
築
家
に一
玄
は
れ
て
驚
き
ま

り
、
工
業
と
な
っ
て
居
る
の
で
す
。

一

の

で

す

。

一

い

と

い

わ

れ

る

時

代

で

す

。

一

タ

ク

す

ぎ

る

。

少

し

質

を

下

げ

て

見

よ

v

こ
し
た
。
新
庖
舗
が
完
成
致
し
ま
す
と

一
期

私
達
も
戦
争
中
叉
終
戦
の
物
資
の
無
い
時
一
一
一
般
必
需
品
で
も
と
の
様
な
乙
と
が
い
え
一
お
客
は
つ
ね
に
取
扱
い
簡
単
な
性
能
の
よ
一
も
し
一
一
一
回
に
一
一
個
く
ら
い
に
な
っ
て
も
そ
一
二
期
で
百
三
十
三
坪
の
ピ
ル
つ
が
出
来
る

代
な
ら
と
も
か
く
現
夜
で
は
質
的
な
ら
晶

一

お

も

の

で

す

。

-

り

高

い

も

の

を

求
め
て

い
ま

す

。

一

の

万

が

得

だ

」

一

の

で

す

が

私

達
に
は
決
戦
場
の
域
ぞ
造
る

物
の
揃
っ
て
感
じ
が
良
く
価
が
安
く
信
用
一
ま
し
て
最
近
大
衆
化
じ
て
居
る
家
庭
電
気
一
昔
は、

感
に
頼
っ

て
叉
経
験
が
有
れ
ば
技
一
と
実
行
し
た
と
乙
ろ
乙
れ
卵
管
全
然
生
ま
一
様
な
感
じ
て
借
金
返
済
の
為
苦
し
み

を
当

の
有
る
居
へ
出
か
け
ま
す

。

一

器

具

、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ピ
に
じ
て
も
、
ぃ一

術
者
と
認
の
ら
れ

て
居
り
ま
し
た
が
現
在
一
な
く
生
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

@

一

分

の

間

味

あ
わ
ね
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま

言
弓
な
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
の
良
い
底
と
言
弓
一
く
ら
品
が
良
い

、
メ
ー
カ
ー
品
だ
か
ら
と一

の
様
に
百
分
ノ

つ
千
分
ノ
一
と
言
弓
精
一
最
近
で
は
養
鶏
方
法
も
と
み
に
進
歩
し

、
一
す
と
ぐ
ん
と
腹
に
力
の
入
る
毎
日
で
す
。

事
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
が
良
く
て
も
惑
い
晶
一
い
っ
て
も
い
つ
故
障
が
お
き
る
か
何
人
も
一
密
な
工
作
機
械
よ
り
生
れ
出
あ
部
品
管
組
一
産
卵
促
進
音
楽
を
聞
か
せ
あ
と
か
。
一
今
年
四
月
に
父
を
帰
ざ
る
旅
に
送
り、

新

を
売
り
付
け
石
田
聞
な
屈
は
サ
ー
ビ
ス

が
良

一
予
測
は
出
来
な
い
も
の
で
す
。
安
い
か
ら
一
合
し
た
自
動
車

に
は
通
用
し
な
く
色
々
な
一
食
飼
の
質
、
与
え
方
鶏
舎
の
ス
タ
イ
ル
等
一
し
い
社
長
守
中
心
に
、
新
し
い
皮
袋

に
新

い
と
は
串
さ
れ
ま
せ
ん
。
一
と
い
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
全
々
出
来
な
い
お
一
測
定
機
械
や
ら
工
具
を
取
揃
え
な
け
れ
ば
一
す
べ
て
が
、
よ
り
沢
山
卵
を
生
ま
せ
あ
た
一
し
い
酒
を
入
れ
る

擦
に
努
力
し
て
居
り
ま

英
和
辞
典
を
見
ま
す
と
サ
ー
ビ
ス
と
い
い
「
一
居
か
ら
質
弓
と
結
局
は
高
い
あ
の
に
付
い
一
お
客
に
満
足
を
得
ぷ
事
が
出
来
ず
叉
そ
れ
一
め
の
目
的
に
か
な
弓
よ
弓
研
究
さ
れ
て
い
一
す
。
完
成
は
来
年
の
八
丹
で
一

階
は
売
場

言
葉
は
、
奉
仕
、
服
役
、
勤
務
、
事
務
、

一
て
し
ま
っ
た
と
い
弓
経
験
が
有
る
と
と
と
一
を
取
扱
へ
る
事
が
出
来
な
け
れ
ば
技
術
者
一
る
そ
弓
で
す
が
、
先
の
二
つ
の
話
で
お
解
一
二
階
は
食
堂
、
社
長
住
宅
三
階
は
社
員
住

礼
拝
、
勤
行
、
聖
楽
、
軍
務
、
兵
役
、

一
思
い
ま
す
。

一
と

い

え

な

い

の

で

す

。

一

り

の

様

に

金

の

卵

は

自

然

に

生

ま

れ

お

の

一

宅

と

二

O
坪
の
室
が
出
来
、
そ
の
場
所
を

功
労
、
世
話
、
有
誼
、
利
益
、
役
立
ら
、
一
サ
ー
ビ
ス
が
良
い
庖
と
聞
く
と
我
々
は
、
一
い
く
ら
道
具
そ
鍛
え
叉
技
術
者
を
用
意
し
一
で
は
な
く
努
力
ロ
よ
っ
て
生
ま
れ
て
来
あ
一
無
料
で
事
務
機
の
見
本
彦
会
叉
は
文
化
団

給
仕
、
食
器
、
配
水
、
給
水
、
汽
車
使
、
一
す
ぐ
に
キ
ャ
バ
レ
ー
、
と
か
ス
タ
ン
ド
、
一
て
も
客

に
対
し
て
不
親
切
で
有
れ
ば
折
角
一
の
で
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
採
算
を
度
外
視
一
体
の
文
化
展
示
場
と
し
て
活
用

し
て
行
き

汽
船
便
、
と
言
っ
た
様
に
多
く
の
日
本
語
一
パ

l
e思
い
出
し
ま
す
が
、
そ
こ
に
も
サ
一
の
心
づ
か
い
も
熊
に
な
っ
て
し
ま
い
、
大
一
し
て
ま
で
、
サ
ー
ビ
ス
す
お
と
と
も
無
い
一
た
い
と
考
え
て
設
計
致
し
ま

(3) 
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ス

ノ、

'マ

ケ
、ソ

ト
雑 三

元感

之

助

な

い

か

と

言

弓

人

が

い

る

。

い

か

、

叉

相

談

そ

し

て

見

ょ

う

と

考

え

て

と
に
角
日
本
的
流
通
機
構
は
ア
メ
リ
カ
と
で
一

4

・
8

M

}

L

i-
-

居
る
会
員
も
多
数
あ
る
と
思
い
ま
す
。

は

多

少

違

弓

趣

ぞ

見

せ

る

か

も

し

れ

な

い

。

=

陥

紙

の

話

一

面

接

の

折

、

色

紙

管

持

た

せ

ぞ

好

き

な

色

ス
ー
パ

ー
の
発
展
ぞ
否
定
す
る
も
の
で
は
一

市
嫌
い
な
色
ぞ
選
ば
せ
て
学
校
か
ら
の
内
申

な

い

。

対

策

は

充

分

練

る

べ

き

だ

。

一

(

最

上

勇

)

一

と

照

し

合

せ

て

見

る

の

も

一

つ

の

資

料

に

然

し

乍

ら

従

来

の

得

意

先

に

つ

い

て

心

配

一

一

な

る

の

で

は

な

い

か

と

患

い

ま

す

が

如

何

J

流
通
革
命
つ
て
な
ん
だ
い
?
ス

l
パ
一
も
昨
今
は
修
正
論
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
見
え
て
一
御
無
用
自
信
舎
も
っ
て
小
売
居
令
指
導
し
一
子
供
は
本
能
と
し
て
明
る
い
色
が
好
き
で
↓
で
す
。
男
性
は
赤
い
色
が
好
き
な
性
格
だ

ー

1
の
む
と
苧
:
・
:
。

a

一
来
た
事
だ
。

ー

一
に
ぎ
っ
て
い
く
事
ぞ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
一
叉
着
飾
り
た
い
慾
望
ぞ
常
に
持
っ
て
居
る
-
そ
弓
で
す
。
然
し
仲
々
引
出
せ
な
い
も
の

そ
ろ
簡
単
に
割
切
っ
て
し
ま
弓
向
き
が
多
一
或
る
経
営
指
導
者
は
雪
勺
。
一
川
川
川
内
同
川

1
ぺ
{
1
1
j

一
そ

う

で

す

の

一

の

様

で

還

磨

に

な

っ

て

始

め

て

赤

ヅ

キ

ン

わ
の
も
仕
方
が
な
い
ほ
ど
ス
ー
パ

ー

攻

撃

一

?

と

出

来

て

パ

!

と

消

え

る

|

ひ

と

一

区

防

同

区

川

同

堅

一

童

話

、

在

学

校

の

講

習

会

、

研

究

会

7
見
る
の
も
当
然
の
と
と
で
し
ょ
弓
。
子

は
激
し
乙
芯
る
一
方
。
一
と
ろ
関
西
で
流
行
っ
た
ジ
ヨ
ウ
ダ
ン
だ
が
一
釧
路
の
街
は
活
気
が
あ
る
と
外
来
者
は
必
一
に
よ
く
出
掛
け
ま
す
。
先
月
も
工
作
の
講
一
供
に
色
紙
の
工
作
舎
さ
せ
る
場
合
嫌
い
な

小
売
居
、
問
屋
共
々
に
自
己
防
衛
の
対
策
一
実
際
一
軒
ス
ー
パ
ー
が
庖
開
き
し
た
と
思
一
ず
云
う
が
本
当
に
活
気
が
有
る
の
だ
ろ
弓
一
習
会
で
管
内
を
巡
回
致
し
ま
し
た
。
勿
論
一
色
の
上
に
好
き
な
色
ぞ
重
ね
さ
せ
る
の
が

争
研
究
し
つ
つ
事
態
の
推
移
に
処
し
て
行
一
う
と
二
軒
つ
ぶ
れ
る
状
態
が
も
う
一
年
も
一
か
。
比
れ
は
釧
路
市
の
工
鉱
業
滋
に
潜
が
一
私
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
東
京
か
ら
来
た
専
一
初
歩
の
鉄
則
に
な
っ
て
る
そ
弓
で
す
。

乙
-
っ
と
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

一
前
か
ら
関
西
で
起
っ
て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
一
南
北
に
別
れ
て
お
り
比
れ
ぞ
連
絡
す
る
道
一
門
家
の
鞄
持
右
で
す
。

一

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
全
国
で
一
日
一
庖
と
い
う
の
は
そ
れ
ほ
ど
経
営
が
む
づ
か
一
票
北
大
通
り
一
本
で
あ
る
事
、
(
む
す
一
小
学
四
年
の
震
に
五
十
色
の
色
紙
喜
一

1
j
j
j
i

に
一
二
軒
の
割
り
合
い
で
ぞ
く
ぞ
く
と
生
れ
一
し
い
と
い
弓
か
問
題
が
多
い
の
だ
。
一
ぴ
橋
通
り
が
あ
る
が
)
国
道
三
八
号
線
が
一
え
好
き
な
色
令
選
ば
せ
ま
す
と
決
っ
た
様
一

O
談

話

室

て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
一
安
い
仕
入
れ
に
も
食
料
品
の
低
利
談
率
亙
街
の
ど
真
中
争
通
っ
て
屠
る
か
ら
と
考
え
一
に
大
半
は
黄
色
ぞ
手
に
し
ま
す
。
同
行
の
一
か
ね
て
か
ら
企
画
さ
れ
て
い
た
自
衛
隊
の

或
る
霊
園
研
究
家
は
言
う
。
日
本
で
も
、
一
品
で
は
限
度
が
あ
り
絶
対
的
魅
力
の
一
つ
一
ら
れ
る
。
一
先
生
に
伺
い
ま
す
と
都
会
の
子
供
も
田
舎
一
一
日
入
隊
が
決
っ
た
が
、
あ
る
熱
心
な
会

数
年
後
に
は
ア
メ
リ
カ
と
そ
っ
く
り
に
な
一
の
安
値
販
売
と
の
聞
に
立
っ
て
経
営
パ
ラ
一
外
来
者
が
必
ら
ず
一
玄
弓
事
の
一
つ
に
道
路
一
の
子
供
も
十
才
前
后
迄
は
断
然
黄
色
が
好
一
員
が
い
き
つ
け
の
末
広
町
か
い
わ
い
へ
、

る
は
ず
だ
。
す
な
わ
ち
ス
ー
パ
ー
マ

1
ケ
一
ン
ス
の
取
り
万
に
非
常
に
困
難
な
点
が
多
一
の
「
キ
タ
ナ
イ
」
が
上
げ
ら
れ
る
。
特
に
一
き
だ
そ
う
で
、
七
九
才
迄
が
赤
ぞ
好
き
な
F

軍
服
姿
で
挨
拶
廻
り
?
:
と
外
出
ぞ
希
望

ツ
ド
が
、
全
食
品
売
り
上
げ
高
の
六
九
%
一
い
か
ら
だ
。

:
:
:
と
J

一
舗
装
道
路
上
が
キ
タ
ナ
イ
先
進
都
市
古
い
一
様
に
つ
ま
り
教
育
学
上
、
色
彩
の
循
環
移
ム
し
て
い
た
が
「
一
晩
位
は
我
慢
し
て
下
さ

に
達
し
、
小
型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
一
乙
の
弱
点
を
つ
い
て
小
売
屈
の
生
き
方
主
伝
統
の
あ
る
都
市
で
は
毎
朝
各
自
各
事
業
一
行
性
と
云
わ
れ
色
彩
理
論
上
立
証
さ
れ
て
』
い
:
・
」
と
言
弓
事
で
上
回
連
隊
長
の
許
可

(ス

l
パ
レ
ッ
ト
)
が
一
一
一
一
事
ぞ
と
る
と
一
真
剣
に
研
究
、
或
い
は
実
践
し
て
人
達
は
一
所
の
前
ぞ
路
上
ま
で
も
清
掃
し
て
清
水
三
居
る
結
果
で
あ
る
。
と
一
玄
う
事
で
成
程
主
が
貰
え
ず
さ
し
あ
の
ツ
ワ
モ
ノ
会
員
も
ク

も
う
残
り
は
僅
か
凡
%
、
そ
の
広
品

we全
一

言

弓

。

一

散

水

し

て

い

る

が

当

市

で

は

路

上

は

お

ろ

一

路

交

通

法

に

依

る

黄

色

い

カ

ツ

パ

、

マ

フ

一

サ

ル

ζ
と
々
々
・
:
:
(
誰
で
す
か
?
)

体
の
六
五
%
に
あ
た
る
活
数
の
(
小
規
模
一
ス
ー
パ
ー
に
対
抗
す
る
方
法
は
果
し
て
あ
一
か
歩
一
掃
す
ら
清
掃
し
て
い
な
い
と
と
弓
が
一
ラ

l
、
更
に
帽
子
、
偉
い
人
は
頭
が
良
い
一

1
i
1
1
1
1
1
1
i
11
1

の
庖
)
が
細
分
し
て
わ
け
あ
弓
事
態
が
、
一
る
か
?
;
:
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
成
果
は
一
あ
る
G

乙
れ
は
全
市
で
各
団
体
が
連
繋
の
一
訳
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
格
言
に
「
茶
色
そ
一

刻
一
刻
近
づ
い
て
い
る

f
:と
@
一
は
っ
き
り
と
立
証
さ
れ
つ
込
る
。
と
一
も
と
に
清
掃
運
動
そ
し
な
い
と
一
事
業
所
一
好
む
男
性
は
婚
に
選
ぴ
な
さ
い
。
お
金
乙
絹
集
後
記

経
営
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
出
れ
ば
問
屋
無
用
論
一
そ
の
万
法
の
主
な
も
の
は
次
の
四
つ
の
点
一
の
み
で
は
な
か
な
か
出
来
な
い
。
自
分
の
一
貸
し
て
も
良
い
」
と
一
玄
は
れ
て
る
そ
う
で
一
執
筆
依
頼
者
に
事
故
続
出
で
、
仲
々
原
稿

が
出
て
主
催
者
側
の
メ
ー
カ
ー
参
加
者
の
一

に

要

約

出

来

る

。

一

所

の

み

清
掃
す
る
必
要
は
な
い
。
此
れ
が

一
誠
に
お
堅
い
人
柄
に
茶
色
が
表
現
さ
れ
て

一
が
集
ら
な
い
。

間
屡
を
と
ま
ど
わ
せ
た
。
一
一
、
仕
入
価
格
ぞ
出
来
る
だ
け
安
く
す
る
一
普
通
だ
と
考
え
て
い
る
従
業
員
が
ほ
と
ん
一
い
ま
す
。
濃
紺
を
好
む
男
性
は
公
務
員
、
一
編
集
者
の
苦
労
此
処
に
至
る
と
言
弓
処
で

も

と

も

と

食

品

ス

ー

パ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

に

一

様

努

力

す

る

。

一

佐

藤

小

沢

敏

男


